The Investigation of Qingdao and the Hinterland by East Asia Development Board （興亜院） in 1930-1940 by 楊 蕾 & Yang Lei
1930-1940年代における興亜院の青島及其背後地の
調査
著者 楊 蕾
雑誌名 東アジア文化交渉研究 = Journal of East Asian
cultural interaction studies
巻 12
ページ 415-421
発行年 2019-03-31
その他のタイトル The Investigation of Qingdao and the
Hinterland by East Asia Development Board （興
亜院） in 1930-1940
URL http://hdl.handle.net/10112/16792
415
1930-1940年代における興亜院の青島及其背後地の調査
楊 　　　　蕾＊
The Investigation of Qingdao and the Hinterland by 
East Asia Development Board （興亜院） in 1930-1940
Yang Lei
Abstract:
Located in the southern part of the Shandong Peninsula, Qingdao is known as the 
“Throat of Jiaozhou Bay” and has been an important port for internal and external 
transportation since the 19th century. It is an important case study for the research on 
China’s modern urban history, geography and transportation modernization. Since 
Qingdao had been invaded and controlled by Germany and Japan for more than 30 years, 
it is also a typical case study for the history of Sino-German, Sino-Japanese relationship 
and diplomatic history.
In 1939, Japan established the Qingdao Branch of the North China Liaison 
Department of the East Asia Development Board （興亜院）. Based on a detailed 
investigation of the Qingdao Port and the hinterland, in 1940, the investigation report 
“Qingdao Port and the Economy Behind It” （『青島港及其背後地経済事情』） was published. 
The numerous tables show the resources and transportation of Qingdao Port and 
hinterland. The survey report was published as a reference material for the East Asia 
Development Board, mainly to advance the aggression of China and develop the occupied 
land. This paper studied the investigation and its influence in Qingdao by Japan in 19th 
century focusing on “Qingdao Port and the Economy Behind It” which is one of key 
references with great significance to the Sino-Japanese relationship.
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前言
　山東半島の南部に位置する青島は、19世紀末から20世紀中期までの中国史において、特別な意義を持
った都市であった。青島は全中国で有数な自然的な良港としてよく知られ、「膠州湾の喉」、「黄海の真
珠」と呼ばれ、優れた地理的な環境と資源が豊富な後背地を保有している。青島は1897年 -1914年にドイ
＊	 楊蕾：山東師範大学歴史與社会発展学院副教授、山東師範大学亞太研究中心副主任。
	 本論文は山東省社会科学プロジェクト『近代青島東北亞航路網研究』（14CLSJ16）によるものである。
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ツに租借され、17年の間にドイツの「モデル植民地」として計画され、近代化の道を進めた。1914年
-1922年と1937年 -1945年の二度にわたり日本に占領された。30余年間にわたり外国により経営されてい
た近代青島は、中国近現代の都市史研究にとってきわめて珍しい典型な研究対象だと言える。
　そこで、本稿ではこの青島を占領した日本の占領政策の一端について考察したい。
一、近代青島都市史の交渉学研究意義
　近代都市計画の視角からみれば、青島は開港の最初から西方の科学的な計画にしたがって、市内の基
礎建設の近代化が進められた。また、近代交通の視角から、青島は鉄道と海運との有機的な関連を通じ
て、内外交通網を形成し、漁村から山東半島の輸出入貿易港の中心地となったのである。これは、現代
都市計画と現代交通運輸が中国でいったいどのように発展したかという問題にとって、特別な研究価値
を有している。1937-1945年に日本は占領と開発の二重目的で、青島に対して詳しく調査を行い、開発計
画も設定し、また青島の中国華北での地位について再評価した。しかし、当時戦時状態であったため、
これらの都市計画を実際に実施されなかった。30年代以後の青島は日本第二次占領期の都市計画の直接
的な影響を受けなかった。
　1980年代に発表された青島地方史に関する著作は、胡汶本『帝国主義與青島港』（山東人民出版社、
1983年）、寿揚賓『青島海港史』（人民交通出版社、1986年）などがある。90年代になると中国都市市研
究が歴史研究のなかで注目され、青島の都市史研究についての論文や著作が漸次増加してきた。これに
関する成果として宋連威『青島城市的形成』（青島出版社、1998年）、李宝金『青島歴史古跡』（青島出版
社、1997年）、陸安『青島近現代史』（青島出版社、2001年）、李東泉の博士論文『青島城市規划與城市発
展研究（1897-1937）』（2003年）、董良宝の博士論文『二三十年代青島城市発展研究（1922-1937年）』（2004
年）、任銀睦『青島早期城市現代化研究』（生活、読書、新知三聯書店、2007年）などある。日本で出版
された青島史研究の著作としては、ウォルフガン・バウワー著、森宜人、柳沢のどか訳『植民都市・青
島　1914-1931―日、独、中政治経済の結節点』（昭和堂、2007年）、『青島の都市形成史：1897-1945
―市場経済の形成と展開』がある。日本が華北を侵略したことについての研究成果にも日本占領期の
青島に関する内容も記述されている。例えば、黄尊厳『日本與山東問題（1914-1923）』（齊魯書社、2004
年）、井上清著、馬黎明訳『日本帝国主義』（商務印書館、1985年）、『蹄鉄下的罪悪―日本在青島強奪
労工始末』（中国当案出版社、2003年）、居之芬『日本在華北経済略奪和統制』（天津古籍出版社、1997
年）、劉大可『日本侵略山東史』（山東人民出版社、1991年）などがそれらの例と言える。
　しかしこれらの成果も日本占領期の青島と日本との関係についての内容も見られるが、都市調査につ
いての実証研究はほとんど述べられていない。
二、青島港及其背後地の資源調査
　興亜院（こうあいん）は、昭和13年（1938年）12月16日に開設された日本の国家機関の一つである。
日中戦争によって中国大陸での戦線が拡大し占領地域が増えたことで、占領地に対する政務、開発事業
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を統一指揮するために第 1 次近衛内閣のもとで設けられた。
　1940年に興亜院政務部が「青島港及其背後地経済事情」提出し、この資料1）は375頁にわたり、青島と
その背後地についての主要調査報告のひとつであり、青島港背後地概要、資源と産業、流通、海運の四
つの内容を含んでいる。
　まず、その中の「青島港勢圏及其背後地の資源分布図」によれば、いわゆる「青島港勢圏」の範囲は
青島市だけではなく、膠州、即墨両県を含む「大青島市」、さらには山東省の範囲を超え、山西省、河北
省、河南省三省にまで拡大されていた。これは実際の日本の青島港背後地の認識と、青島の山東省及び
全華北における重要な経済地位と戦略地位を現している。この図は「青島港勢圏」の資源分布状況を詳
しく注記しており、例えば、炭坑、鉄鉱に代表される鉱産分布、ピーナツ、綿花、タバコに代表される
農産分布、さらにこれらの物産運輸と密接に関わる鉄道と自動車道路の現状を記している。また、この
図は山東省の面積、人口、人口密度、耕地、未耕地の数量にも力点を置いている2）。この図から、青島港
背後地は山東省を主にして、山西省、河北省、河南省の一部分を含み、膠済鉄道と津浦鉄道に沿って内
陸に広がっていることが明らかである。青島港の開発と建設を行うのは青島港の海運を発展させるため
ではなく、その最終の目的と根本的な意図は青島港の広い背後地の資源を略奪し、豊かな資源がある中
国華北地域を日本の侵略戦争を継続させる補給地とし、「以戦養戦」という目的を達することにあったと
考えられる。
（図 1：「青島港勢圏及其背後地の資源分布図」、『青島港及其背後地経済事情』附図、1940年）
　「青島港及其背後地経済事情」の第一章「青島港背後地概要」において、青島港の直接背後地の範囲を
さらに詳しく限定し、今後の背後地の「開発」の概況を次のように予想している。
　勢圏地区は黄河の下流黄海、渤海の西に位置し、東は栄城県の成山角より西は徳県西境とし北は
1 ）	『青島港及其背後地経済事情』、興亜院政務部、1940年。
2 ）	図から見て、山東省の面積は154平方千米、人口37200千人、人口密度242人、耕地6334千町步、未耕地367千町步。
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蓬萊県、南は諸城県南境迄とす。其の面積は七五、七〇〇平方粁、人口凡そ一八、三〇〇千人、山
東全省の約四九％に相当し、これが耕地面積は三、三五五千町歩となり、且黄河上流地域をも合す
れば、其の面積は六一％の広大地域となる。而して各種農産の年生産額は約六―七百万噸の数字
を示すが尚之に山西炭田の資源開発に依る鉄道予定線延長の暁に於いては背後地勢圏も其の範囲が
楔形に拡大し面積実に一三五千平方粁に達し、全山東省の約九〇％に相当し、且人口三一、〇〇〇
千人の増加を示すに至るであろう。一方、耕地面積も六、一二三千町歩に増大することに依り従っ
て生産額に於いても現背後地の勢圏地域額のものより倍加し得ることが予想される3）。
　青島背後地の面積は75,700平方メートルで、人口は1,830万、山東省の49％を占めていた。耕地面積は
335.5万町歩であった。山東省内の黄河の上流地域を加えれば、面積は山東省の61％に達し、各農産品の
年間産量は約61,700万トンであった。山西省の炭鉱を開発した後には、青島港背後地は面積が135,000平
方メートル、山東省の90％に相当して、人口も 3 億余になる。耕地面積は612.3万町歩まで増加し、産量
も数倍に増加する。このような日本の青島港背後地の「開発」に対する「楽観」的な予想によれば、日
本が戦争を拡大し続け、侵略勢力を内地に伸ばす意図は明らかである一方、日本のこの地域に対する調
査の精度も明らかである。とりわけ、耕地面積、物産産量、人口状況などについてすべてより正しく統
計と予想がなされていた。
　青島背後地及び青島港のいわゆる「将来性」の予想は詳しい調査研究の上で成立していたのである。
「青島港及其背後地経済事情」の調査報告は、図表統計が大きな比重を占めている。例えば以下の表に代
表されるように、その統計の時期と項目分類などが分かるような形式がとられている。
表 3：1932-1935年山東鉄道東向（内地から青島港への方向）運輸量統計4）
種別／年別
民国二十一年
（昭和 7 年）
民国二十二年
（昭和 8 年）
民国二十三年
（昭和 9 年）
民国二十四年
（昭和10年）
輸送数量比例
鉱産品（トン） 1,249,499 1,483,891 1,814,597 1,834,673 48-59％
農産品 447,067 389,148 430,470 357,328 11-17％
工産品 340,845 304,906 292,150 285,965 9 -13％
林産品 52,772 53,903 52,457 50,273 1 - 2 ％
畜産品 54.879 42,737 46,169 40,165 1 - 2 ％
鉄道用品政府用品 510,292 539,266 522,041 598,080 16-20％
計 2,650,712 2,813,851 3,157,884 3,174,444
　表 3 によれば、膠済鉄道のもっとも大切な役割は鉱産（比率は48％―49％）と農産（比率は11％―
17％）の運輸であって、両者で総商品量の70％以上を占めていることがわかる。先にも述べたように、
青島港が日本の華北侵略の「門戸港」になれるかどうかは、鉄道路線の延長と膠済鉄道の運輸能力の増
加にかかっている。全面的な侵華戦争を始める前に鉄道の運輸状況を詳細に統計したのは、新しい鉄道
3 ）	『青島港及其背後地経済事情』、興亜院政務部、1940年，第 3 - 4 頁。
4 ）	『青島港及其背後地経済事情』、興亜院政務部、第 6 - 7 頁。
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を計画し、港湾を増築する根拠とするためであった。このように、本書では、1937年以前の青島港及其
背後地の物産、交通状況の統計が大きな比重を占めている。他に物産名称で分類された表もあり、例え
ば、鉱産は石炭、石油、石灰、粘土、金属などに、農産はピーナッツ、綿花、タバコ、小麦、小麦粉、
ピーナッツ油、高粱，大豆、果物などに、工業品は綿糸、綿布、金属器具、砂糖、陶磁器、紙、マッチ、
巻きタバコなどに、畜産は卵、牛、皮革などに分けられている。また林産の木材、水産の塩と干物もあ
る5）。地域で分類された表もあり、物産ごとの河北省、山東省、山西省の分布と産量状況が統計されてい
る6）。これらの表を見ると、全面的な戦争が始まる前に青島及其背後地について、興亜院に代表される日
本の調査機構が行った統計は、分類や数字が驚くべき詳細さで報告されていたことがわかる。
　これらのデータを基にして、興亜院は、また軍事占領後の華北の農産量を予想した。次にその表の一
つを例として分析する。
表 4：北支三省（河北、山東、山西）農業開発計画目標（1938-1946）7）
作物／項目
開発目標 現在能力 増減 増減率
千担 千噸 千担 千噸 千担 千噸
綿花 10,001 599 420 252 5,796 347 137.8
小麦 128,699 706 119,548 7,156 9,151 548 7.7
トウモロコシ 40,878 2,448 41,209 2,462 230 14 0.6
粟 77,272 4,627 74,257 4,447 3,015 181 4.1
甘薯 80,731 4,834 71,191 4,263 9,940 571 13.4
ピーナッツ 22,040 1,320 21,572 1,292 496 29 2.2
水稲 6,099 365 3,600 216 2,499 150 69.4
タバコ 2,870 172 2,368 142 502 30 21.2
　華北農産品の「開発」目標は、実際に日本が華北において略奪できる農業資源の調査と予想であって、
華北侵略に大きな役割を担っていた。華北の農産品の分布と産量などの情報を把握し、日本国内の需要
に結び付けて、次の略奪に情報を提供する一方、産量の調査と将来の増産状況は鉄道と青島港の増築に
詳しい根拠を提供できる。もちろん歴史学研究の重要な資料として、われわれにも多くの情報がもたら
される。例えば、表 4 にある綿花の増徴率は137.8％に達しおり、水稲の増長率もほかの農産品を大幅に
越えている。ここから日本の略奪視野における華北の位置づけが明らかとなる。即ち、日本は華北を国
内の綿花と食糧需給の重要な供給地にしようと考えていた。これらの物産は鉱産のように軍事生産に用
いられなくても、侵華戦争を支える日本にとって欠かせないものであったと考えられる。同類の多くの
表は、すべて青島とその辺りの物産、鉄道運輸、港湾運輸能力などの状況についての統計説明であり、
資源侵略という図が明らかである。
　物産の統計と予測のほかに、「青島港及其背後地経済事情」のもう一つの重要な内容は、青島港の貿易
5 ）	『青島港及其背後地経済事情』第 7 - 9 頁等、このような図表は数多く収録されており、本論では一々列挙しない。
6 ）	『青島港及其背後地経済事情』第27-29頁等、このような図表は数多く収録されており、本論では一々列挙しない。
7 ）	『青島港及其背後地経済事情』第63頁により整理。
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と運輸状況の統計分析である。例えば、第三の部分では青島小港を中心とした民用船貿易が強調されて
いて、第四の部分では青島を中心とした海運状況の概略が述べられ、また青島港の弱点とその対策が分
析されている。
　之を要約すれば地理的に背後地域が狭小であり、且背後地資源と結ぶ交通施設と経済機関が未だ
以て脆弱であることに帰著しよう。従って之が打開若しは発展策は既に夫夫の場合に於て論及した
から、茲に再言しないが青島が内地の気候と類似し且日管時代以来邦人として因縁が深く又沿革上
支那大陸中本邦投資額が最大であった事等を理由として大陸経営の拠点とする政策が実施せらるる
ならば商工業の殷賑と相俟つて本港の発展は更に一段の光彩を放つであろうことは予測に難くない
ところであろう8）。
とあるように、青島港の地理的な背後地は比較的狭く、背後地の資源と連結する交通施設と経済機関は
完備されていない。これが青島港の最大の弱点である。しかし、青島の気候は内地と似ていて、日本が
占領した後、様々な環境を整えれば、そのためには日本からの大きな投資が必要であるが、青島の発展
の余地は非常に大きいと予想されていた。
三、青島を中心とする交通網予想
　「青島港及其背後地経済事情」の付録では、「青島を中心とする鉄道網予想」9）も提出されていた。これ
は「産業鉄道」と「地方開発鉄道」に分けられており、既に存在する膠済鉄道、津浦鉄道、京漢鉄道を
基礎として、鉄道線を山西省、河南省内まで延長し、いくつかの鉄道動脈の間をより多く連絡させ、陸
路交通を拡大、増築する方式で青島港の背後地の範囲を広げることで、より広範囲の戦略資源を占める
目的を達するための計画である。この予想によれば1942年から1970年までに四段階で「産業鉄道」の改
良と増築を行ない、30年近くで運輸量を4,000万トンに引き上げ、1942年から 6 倍あまりも増加するはず
であった10）。それと同時に、興亜院政務課も鉄道計画について実現の可能性の高い綿密な資金予算を見積
もっていた。注目されるのは、この計画が1970年まで設計されており、華北を占領、略奪の野心が十分
に表れていることである。
　青島を中心とする交通網を建設する構想は、興亜院が提出したものが初めてではない。1938年に青島
日本商工会議所が提出した「青島を中心とする交通計画」は、既に青島及其背後地の交通に対してより
詳しい計画と構想を行っていた。鉄道の計画のほかに、「青島を中心とする交通計画」はまた自動車道
路、海運と港湾増築にも具体的な構想を持っていた。これらの計画は日本の第二次青島占領期の都市計
画の重要な部分である。
8 ）	『青島港及其背後地経済事情』、興亜院政務部、1940年、第340頁。
9 ）	『青島港及其背後地経済事情』、興亜院政務部、1940年、第356-369頁。
10）	『青島港及其背後地経済事情』第356-357頁により整理。
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　「青島を中心とする交通計画」の形式と内容を参考にして、興亜院は青島とその背後地の現状について
詳しく調査し、日本の青島都市計画にデータを提供した他、これらの調査によって、物産、交通、港湾
の「未来性」を推定、予想した。この資料は興亜院政務部の代表的な調査報告というだけではなく、日
本の第二次青島占領期の都市計画の一番重要な根拠となった資料であり、日本の長期の侵略意図と野心
を体現したものであった。
おわりに
　中国近現代の都市史、地理研究と交通の近現代化の研究にとって、青島は学術的な価値を持っている。
また、30年以上の被侵略史をもっていた。とりわけ中徳と中日との関係史と交渉史に、青島は典型な研
究対象だと思われる。
　1938年に成立した興亜院政務部は、青島を詳細に調査したうえ、調査資料第 5 号として『青島港及其
背後地経済事情』を編集し出版した。この貴重な資料には青島港および背後地の資源、交通などについ
て多くの作表を用い、詳しく報告している。この資料の表紙には、「本書は昭和十四年度興亜院華北連絡
部青島出張所に於いて調査せる資料を総合編纂せるものにして、主として当院の執務参考用に供するも
のなり」と記されるように、この調査報告書は、日本の国家機関の一つであった興亜院の参考資料とし
て侵華戦争を推進するため、また占領地に対する政務、「開発」事業のために出版されたと思われる。
　現在となっても、『青島港及其背後地経済事情』は1930-1940年代の青島及びその周縁地域の経済的、
社会的資料として極めて貴重な資料と言えるであろう。

